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T-H035-toiro　D

■デスク・テーブル

1150　1350　1550　1750 1800　2100 2400

675　775 / 1400　1600 900

650～1250

デスク/ツインデスク
機種

項目

寸法
（単位：mm）

構造体

表面仕上げ

幅

奥行き

高さ

天板表面

天板基材

脚本体

ビーム

アジャスター

テーブル(長方形)

平エッジ仕様：パーティクルボード 

 ラウンドエッジ仕様：金属〈鋼〉

金属〈鋼〉＋ 金属〈アルミ〉

金属〈鋼〉＋ ABS樹脂

ポリプロピレン

アクリル樹脂塗装またはウレタン樹脂塗装

メラミン樹脂

パーティクルボード

900  1200

1800　2100

900

700~1100

L型オペレーションデスク

1150　1550　1750

675

650～1250

3200　3600

1200

テーブル(大型) テーブル(正方形/円形) テーブル(医療施設向け)

650~1100

1200　1400 / φ1200

650~1250

1200　1400 / φ1200

７ 品質表示

■パネル
フロントパネル

デスク/ツインデスク
機種

項目

寸法
（単位：mm）

構造体

幅

厚み

高さ

表面体

布地

エンドロングパネル

表面仕上げ

エンドパネル

1150　1350　1550　1750 465　565

540　760　890　/　830　960 760　890

20

ＭＤＦ

ポリエステル（FB:再生53％    FR:再生54％）

32

700　800　900　1400　1600　1800

720　1040　1170

■仕様

定格

デューティーサイクル

定格電圧

定格消費電力

定格周波数

電源コードの有効長さ

AC100V

50 / 60Hz共用

300W

10％（最大連続2分使用にて18分の休止）

3m

この度はイトーキ製品をお買上げいただき誠にありがとうございます。この説
明書は製品の使い方と、ご使用上の注意を記載しています。お読みになった
あとも、いつもそばに置いて、わからない時にご再読ください。また、製品を
ほかの方に渡す時には、必ずこの取扱説明書を一緒にお渡しください。

トイロ

取扱説明書
保証の明細付

デスク/ツインデスク/Ｌ型オペレーションデスク
テーブル(長方形・連結タイプ/長方形/正方形/円形）
テーブル(医療施設向け)
デスクパネル　/　オプション

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.

P.2
P.3
P.3
P.4
P.5
P.6
P.8
P.8

安全上の注意事項
使用上の注意事項
各部の名称
ご使用方法
点検・お手入れ
トラブルシューティング
品質表示
保証の明細

この度はイトーキ製品をお買上げいただき、誠にありがとうございます。お使いの弊社製品が、取扱説明書、本体添付のラベル等の注意書による正常な
ご使用状態のもとで故障した場合、下記保証期間をご参照のうえ、お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたします。転居されたり、贈り物でいただ
いた物の修理等でお困りの場合には下記イトーキお客様相談センターへご相談ください。

■保証項目
●保証期間は、「一般社団法人日本オフィス家具協会（JOIFA）」のガイドライン
に準拠して、お買い上げの日から下記の年限とさせていただきます。

上記の保証期間は、一般オフィスにおいて、通常の執務状態（1日8時間程
度）で使用した場合を想定して定めたもので、24時間、年中無休での業務
や、これに準ずる過酷な使われ方をする所での保証期間ではありません。

●保証期間経過後の修理については、有料とさせていただきます。
※保証項目は、各機種共通とさせていただきます。

別途、保証書がご入用の場合は、お買い上げの販売店に、別途保証書を発
行して欲しい旨をお伝え下さい。お買い上げ日は保証書に記載します。

●改造またはご使用者の責任に帰すると認められる故障または破損。
●火災・天災による故障または破損。

●補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り後5年間です。
※仕様については予告なしに変更する場合があります。

不要となった製品の廃棄は、法令によりお客様が適切に処理する責任が
あります。廃棄の際は法令に従った適切な廃棄処理をお願いいたします。
ご不明な点はご相談ください。

1年 塗装及び樹脂部品の変・褪色、レザー・クロスの摩耗外観・表面仕上げ
2年 引き出し・スライド機構、扉の開閉・錠前・昇降機構などの故障機構部・可動部
3年 強度・構造体にかかわる破損構造体

■保証対象外の場合

■部品の保有期間について

お買い上げの販売店までご連絡をお願いいたします。
■取扱説明書を紛失した場合

■製品の廃棄について

■保証書の発行

■製品と修理（修理の範囲・修理に必要な期間）に関するお問い合わせ
イトーキお客様相談センター　　0120-164177　　https://www.itoki.jp/

保証の明細 

●保証期間内でも以下の場合は有料とさせていただきます。
・取扱説明書や貼付ラベル等に従って使用されていない場合の故障または
　破損。
・中古品、第三者からの譲渡品・転売品の故障または破損。
・異常な環境下(高温・多湿など)でのご使用や保管による故障または破損。
・天然材料(木・革など)における色調、光沢等の質感の違い。
・お客様による納品後の移動や運搬による故障または破損。 
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一般社団法人日本オフィス家具協会（JOIFA）による次のような危険性の規定に基づいています。
取り扱いを誤ると死亡または重傷を負う可能性があります。
取り扱いを誤ると傷害または物的損害が発生する可能性があります。

1 安全上の注意事項 このマークは禁止行為を表します。

デスクコンセントをお使いになる
場合は、コンセントに水、異物、ゴミが入らな
いようにしてください。電気ショートによって
発火することがあります。

本製品は電気で動作しております
ので、発火する恐れがあります。万一煙が出た
り変な臭いがした場合は、コンセントを抜き直
ちに使用を止め、お買い上げの販売店までご
連絡をお願いします。

改造しないでください。本体が破
損してけがをすることがあります。

パネルを引張ったりパネルを持っ
てデスクを移動させないでください。破損して
けがをすることがあります。

脚間にはカート通り抜け防止の
ビームがあり、カートを天板下に収納すると
ビームと干渉することがあります。

昇降操作中は天板と可動部に十分
注意し、可動部と人や物が接触しないよう十
分注意してください。挟まれけがをしたり、物
が破損したりする恐れがあります。

天板を下げるときに可動範囲に物
が無いことを確認してから操作してください。
テーブルが転倒する恐れがあります。（天板裏
に突出部があります。）

本体を移動する時に引きずらない
でください。故障や異音、誤作動等の不具合が
発生する可能性があります。不具合が発生した
場合は、使用を中止してください。

アジャスター調整は一人で行なわ
ず、二人で行なってください。挟まれてけがを
することがあります。

居室の換気をせずに使わないでく
ださい。シックハウス症の原因になることがあ
ります。

警告 本体の上に乗ったり腰をかけない
でください。転倒してけがをするおそれがあり
ます。

本製品に強い振動や衝撃、無理な
力を与えないでください。昇降装置が故障した
りテーブルが転倒する恐れがあります。

2分以上連続で昇降操作をしない
でください。また、１時間に6分以上昇降操作
をしないでください。故障や異音、誤作動等の
不具合が発生する可能性があります。不具合
が発生した場合は、使用を中止してください。

パソコン等のケーブルに余長があ
ることを確認してから操作し、ケーブルが絡
まったり引っ掛かったりしないよう注意してく
ださい。パソコン等の落下やケーブルの断線
の恐れがあります。

カートはテーブルの脚をまたいで
収納しないでください。カートが破損・変形す
ることがあります。

ストーブなどの熱器具から離して
使ってください。本体が過熱してやけどをした
り、火事になることがあります。

ビスやボルトが緩んだままで使わ
ないでください。本体が壊れてけがをすること
があります。

天板の耐荷重
（天板全体面に等しく載せた場合）

60kg天板

耐荷重以上の物を載せないでくだ
さい。物の落下や製品の変形により、けがをす
ることがあります。

天板下はビームが突起しており
カートを天板下に収納するとビームと干渉する
ことがあります。

本製品を水のかかる場所、高温多
湿になる場所、ほこりや湯煙等の多い場所で
使用・保管しないでください。昇降装置が故障
する恐れがあります。　

使用における周囲温度範囲 ＋10 ～ ＋40℃
保管時の周囲温度範囲 －10 ～ ＋70℃

注意
警告

注意の種類の規定 たこ足配線はおやめください。

必要換気量の求め方

必要換気量＝

建築基準法に基づく方法
オフィス内における換気量算出の一例です。

20×居室の床面積(㎡)
1人当りの占有面積(㎡)(㎥ / h)

（注１）上式の「20」は20（㎥ / h・人）の意味ですが、この
根拠は成人男子が静かに座っているときのCO2排出量に基
づいた必要換気量です。
（注２）居室では１人当りの占有面積が10(㎡)を超える場合
は、10(㎡)とします。

天板の高さが下限位置の際に下限以外の数字を示している場合は、表示に狂いが生じています (下限高さは４ページ参照)。
下記の手順で正しい表示にしてください。
　
⑴ 天板を下限位置まで下げてください。
⑵上昇スイッチと下降スイッチを同時に長押ししてください。
⑶インジケーターの表示が「---」から数字に変わります。
※数字が表示される前にスイッチを離すと「E16」が点滅します。その場合は表示が消えるのを待ち、再度 ⑵の操作をしてください。
⑷数字が表示されたら、すぐに上昇スイッチ/下降スイッチで高さ表示を下限高さの数字に変更してください。
⑸変更が出来たら約10秒以上待って表示が消えてから操作をしてください。

●天板の上昇・下降の際、天板高さが床面からの基準高さの位置で一度停止します。 停止位置をまたいで上昇・下降をさせる場合はボタンを再操作し
　てください。
　
●天板を基準高さより下に下降させる際の速度は、安全のため遅く設定しております。

●昇降作動中に障害物を検知すると自動的に停止し約30mm戻るセーフティーリバース機能が付いていますが、障害物との当たり方によっては作動し
　ない場合もあります。操作の際は周囲の安全を確認して行ってください。

動作の復帰ができない、または復帰してもエラーが頻発する場合は製品の故障が考えられます。
無理な操作は思わぬ事故の原因になりますので、電源ケーブルを抜き、お買い上げの販売店まで
ご連絡をお願いいたします。

４. 高さ表示の修正（インジケーター付スイッチ向け）

インジケーター付スイッチの場合は、表示される番号からエラーの内容を確認して対応をしてください。

３. エラー番号一覧表（インジケーター付スイッチ向け）

エラー番号 エラーの内容 対応方法

電圧が低下しました。

デスク・テーブルに過剰な負荷がかかっています。

昇降ユニットに過剰な負荷がかかっています。

安全装置が作動しました。

高さ位置が不明です。

予期しないリセットが発生しました。

昇降ユニットの接続数が変更されました。

下限位置または上限位置をオーバーしました。

位置の検知ができなくなりました。。

安全装置によって動作ができなくなりました。

昇降ユニットの検出ができなくなりました。

コントロールボックスからの信号の異常を検出しました。

不適切なキー操作が行われました。

動作中の回路がショートしました。

許容範囲を超える電力が加わりました。

回路のショートを検出しました。

E10

E01

E08

E11

E12

E14

E17

E23～26

E35～38

E16

E13

E15

E71～76

E02/03

E41～50

E59～62

停電していないか、電源ケーブルが抜けていないかを確認してください。
ケーブルが抜けていた場合は差し込んでから再操作してください。
※スイッチの操作はケーブルの差込後10秒以上待ってから行ってください。

天板の下に動作の妨げになる物がないか、天板の上に重量物がないか、偏った
位置に物が置かれていないかを確認してください。
妨げになる物は取り除き、重量物は降ろす、もしくは位置を変えてください。
※天板の耐荷重は、荷重を等しく載せる条件で60kgです。

電源ケーブルやスイッチケーブル、脚とコントロールボックスをつなぐケーブル
類が抜けていないかをデスク・テーブル下面の開口部から確認し、抜けていた
場合は再接続をしてください。

※ケーブルを再接続した場合は「２.システムの初期化」が必要です。
※スイッチの操作はケーブルの差込後10秒以上待ってから行ってください。
※初期化の操作時は「E01」コードが点滅し、完了すると高さ表示に戻ります。

電源コードを抜き、お買い上げの販売店までお問い合わせください。

表示が消えるのを待ってから再操作をしてください。

注意 ：下記は製品固有の仕様で故障ではありません

警告警告 警告

警告警告 警告 警告

注意警告 注意 注意

注意注意 注意 注意

注意注意 注意 注意

注意
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10mm
以上

H

W

●横に並べてレイアウトする際は、バンパーを合わせて設置してください。安全上必要な隙間が確保されます。
●天板面が水平になるようにアジャスターを調整してください。
●デスクを対向方向にレイアウトする際は、天板同士のスキマが左右共に均等なスキマ（120mm以上）になるように設置してください。
　フロントパネルを取り付けている場合は、パネル同士のスキマが左右共に10mm以上になるように設置してください。
●テーブルを並べてレイアウトする際は、天板同士のスキマが120mm以上になるように設置してください。

４ ご使用方法
デスクの配置

●上昇ボタン、下降ボタンを押して昇降してください。
　・ボタンを押している間しか動きません。
　・医療施設向けテーブル用のスイッチは、設定ボタン「S」をインジケータ
　　に高さ表示が出るまで長押ししてから操作してください。
●表中の範囲で昇降します。また、それぞれ標準高さで一旦停止します。
　標準高さでの停止後、さらに昇降させる場合はボタンを再操作してください。
　・デスク、テーブルは標準高さより下降させる場合、下降スピードが遅くな
　りますが安全上の仕様で故障ではありません。
●インジケータ付スイッチで表示される高さの単位はcmです。

昇降スイッチ操作方法

■ケーブルガイド（デスク・テーブル用/ツインデスク用） ■3段ワゴンロータイプ

オプション

横レイアウト図

デスク

天板同士

フロントパネル付デスク

対向レイアウト図

デスク ツインデスク

バンパーを
合わせる

120mm
以上

※好みの高さを記憶させる（上記BとCのタイプの昇降スイッチのみ対応）

①記憶させる高さに調整する。
②設定ボタンを押す。

③数値が点滅する。
④メモリボタンのいずれかを押す。

記憶した高さへ調整するとき：記憶させたメモリボタンを押し続けて下
さい。記憶させた高さになると自動で停止します。

A. 昇降スイッチ (インジケータなし)

C. 昇降スイッチ (医療施設向けテーブル)
上昇下降

1 2 3 S

インジケータ

設定ボタン

メモリボタン

上昇

下降

B. 昇降スイッチ (インジケータ付)

上昇 設定ボタン

メモリボタン インジケータ

下降

昇降動作時に必要なケーブル類の安全な長さを確保
しつつケーブル類に負担をかけない自然なカーブを
保ちます。
※直径12mmのケーブルが3本通ります。
※テーブルにも取付が可能です。

■PCホルダー

机上面の作業スペースを確保しつつ、昇降動作によ
るケーブルのひっかかりや断線のリスクを減らしま
す。
※設置可能ＰＣサイズ：W230mm×H450mm まで
※最大積載質量：15kg

昇降ストロークをフルに活用することができる専用
サイズのワゴンです。
※最低机上面高さ時の天板下有効高さは560mmで
す。天板下の状況を確認した上で操作してください。

■スペーサー金具

向かい合う天板の安全な間隔120mm、壁との安全な間隔60mmを確保します。

■床固定金具

デスクを床に固定することで耐震性能を高めます。

■センター引出し（鍵付）

ノートPC（13.3インチ以下）とステーショナリーを収納できます。

■幕板

足元を隠すことができます。

■デスク・テーブル
・通常のお手入れ／柔らかい布で乾拭きしてください。
・ひどく汚れた場合／中性洗剤を薄めた液を柔らかい布に浸し、よく絞っ
   て拭き取り、その後乾いた柔らかい布で十分に乾拭きしてください。

お手入れの際には、アルコール類、次亜塩素酸、シンナー、ベンジン、
ワックス、化学雑巾、研磨剤入り洗剤などは使用しないでください。
製品表面の塗装を傷めたり、変色したり、風合いが変わってしまう場合
があります。

■パネル
【布地のお手入れ】
・通常のお手入れ／布部を乾いた柔らかい布で乾拭きし、ほこりを取り除
   いてください。
・ひどく汚れた場合／お買い上げの販売店までご連絡ください。

５ 点検・お手入れ

配線孔ユニットにはデスクコンセント(オプション) が取付可能です。
※USB2口コンセントは電源４口または３口×集中スイッチ付コンセントと併用可能です。
詳しいご使用方法、取付け・取外し方法はデスクコンセント(オプション) の取扱説明書をご参照ください。

USB2口（給電専用）  電源4口 電源3口＋集中スイッチ 

配線について

■配線カバーの使用方法
天板下にOAコンセント等を収納したい場合は配線フタを一旦取り外し行ってください。

■配線孔ユニットの使用方法

⑴端キャップはフタを押し、指を引っ掛けて外してください。中央キャップ
　は端キャップ取り外し後に押し上げることで取り外し可能です。

⑵取り外したキャップの通線口のフタは右図のようにキャップ内部に収納
　してください。

⑶キャップを取り付け通線口から通線を行ってください。また、各キャップ
　は右図の位置に組み替え可能です。

端キャップ 中央キャップ 

通線口のフタ 

ケーブルをホールド可能

配線フタ

ケーブルガイド

PCホルダー

下限高さ 標準高さ 上限高さ単位 (cm)

65 72 125デスク

65 72 125テーブル

70 90 110テーブル (医療施設向け)

66 72 110フェイスアップテーブル

パネル同士

■デスクコンセント
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６ トラブルシューティング

以上を確認後にスイッチ操作を行い、復帰しない場合は「２.システムの初期化」に進んでください。
（注意：ケーブル類を抜き挿しした場合のスイッチの操作はケーブルの挿し込み後１０秒以上待ってから行ってください。）

⑵天板の下に動作の妨げとなる物が置かれていませんか？

妨げとなっている物があれば取り除いてください。また天板の高さが上限
や下限まで既に昇降している場合があります。上限・下限の確認を行ってく
ださい。

※スイッチにインジケーターがついている場合は、異常時にエラー番号が表示されます。
　７ページに記載されたエラー番号一覧表に基づいて確認と対応を行ってください。

⑶天板の上に重い物が置かれていませんか？
　置いてある位置に偏りはありませんか？

過度に重いものは置かないでください。天板上に置くものは１箇所に集中
させないでください（耐荷重は荷重を等しく載せる条件で60kgです）。

スイッチを操作しても天板が動かなくなった場合や、スムーズに動作しない場合は、ガイドに沿って確
認と対応を行い、動作が復帰しないかをご確認ください。

１．デスク・テーブルの確認

⑴ケーブル類が引っ張られていたり抜けていたりしませんか？

ケーブル類が引っ張られている場合は設置位置を見直し、ケーブルへの負
荷を除いてください。抜けていた場合は再接続をしてください。また電源の
ヒューズ・ブレーカーが切れていないかどうかも確認してください。

コントロールボックス・昇降ユニットのケーブル類は抜けていませんか？
（デスク・テーブル下面の開口部から確認）

ケーブルが引っ張られていませんか？
コンセントは抜けていませんか？

インジケーター

⑴天板下に動作の妨げとなる物がないか確認し、あれば取り除いてください。
　初期化の操作時は天板を下げることしかできません。物が挟まると挟まっ
　た物や製品の破損の恐れがありますので必ず確認をしてください。

⑵下降ボタンを押し続けて、天板を一番下(65cm)まで下げてください。
　下限高さまで下がるとクッション動作でシステムが初期化します。
　※インジケーター付スイッチでは、下降中は「E01」が点滅し、初期化の
　後、高さ（下限位置で「65」）が表示されます。

２．システムの初期化

このマークは禁止行為を表します。使用上の注意事項 このマークは行為の指示を表します。

 天板には、耐荷重以上の物を載せないでください。
 本体の転倒や変形の原因になります。
※ 天板の耐荷重（天板の全体面に等しく載せた場合）
　 荷重は一カ所に集中させないようにして載せてください。

積載物に重量制限があります セーフティリバース機能

直射日光の当たるところでのご使用は避けてください。また、熱器具の付近、極端に寒い場所、多湿な場所でのご使用は避けてください。変色･変形の
原因になります。
加熱したナベ、ヤカン等を直接天板の上へ置かないでください。変色、変形の原因となります。
消しゴムをケース無しの状態で配線キャップに長期間放置しないでください。製品の表面を溶かしたり変色させる可能性があります。
昇降ユニット等の可動部には注油しないでください。故障や汚れの原因になります。
傾斜した床面で使わないでください。転倒、破損の原因になります。
レイアウト変更時の移動・据付けは、ご自分でなさらず、お買い上げの販売店までお申し付けください。（有償）
昇降ユニットやメカ部に水、異物、ゴミが入らないようご注意ください。故障の原因になります。
本製品付属のケーブルは専用品であり、他製品ではお使いいただけません。
天板上に薬品、水などをこぼしたときは、速やかに拭きとってください。変色、変形の原因となります。
ビス、ボルトなどのゆるみが生じた場合は、必ず締めなおしてご使用ください。

天板 60kg

使用における周囲温度範囲 ＋10 ～ ＋40℃ 保管時の周囲温度範囲 －10 ～ ＋70℃

 昇降作動中に障害物を検知すると自動的に停止し約30mmもどる
 機能がついています。
 　周囲の安全を確認した上で操作してください。
 　障害物の当たり方によっては検知しない場合があり、けがや物の
　破損等の恐れがあります。

［一般社団法人 日本オフィス家具協会（JOIFA）からのお知らせとお願い］
「健やかな空気質の確保を目指して、換気励行のお願い」
ここに述べる注意事項は、使用者の健康阻害を防ぐため、極めて重要です。ぜひお守りいただくようお願い申し上げます。
1.製品購入時の注意事項
購入当初は、化学物質の発散が多いことがあります。しばらくの間は換気や通風を十分に行うように心掛けてください。室内の換気が十分に行われな
いと室内化学物質濃度が高まり、健康に影響を及ぼすことがあります。
2.温度や湿度の変化による換気の励行
室内が著しく高温多湿となる場合（温度28℃、相対湿度50％超が目安）には、窓を締め切らないようにするか強制換気を行ってください。室内の換気
が十分に行われないと室内化学物質濃度が高まり、健康に影響を及ぼすことがあります。                                   

（上は、JOIFA:「VOC対策ガイドライン」より抜粋。参考資料として国土交通省住宅局パンフレット「快適で健康な住宅で暮らすために」）

２

各部の名称３

配線孔ユニット

昇降ユニット 配線ダクト

天板

昇降スイッチ
昇降ユニット

バンパー

エンドパネル

フロントパネル

ケーブルガイドアジャスター

デスク

L型オペレーションデスク ツインデスク ツインデスク（デスクパネル装着時）

大型テーブル テーブル（長方形） テーブル（円形）

デスク（デスクパネル装着時）

昇降ユニット昇降スイッチ

昇降ユニット

配線孔ユニット

昇降スイッチ アジャスター

バンパー

配線孔ユニット

天板

昇降ユニット

昇降スイッチ

フロントパネル（ツインデスク用）

エンドロングパネル

昇降ユニット

天板 天板

昇降スイッチ 昇降スイッチ 昇降ユニット

天板

⑴ 天板下の障害物を確認

⑵ 下降ボタンを長押し

配線カバー 配線カバー 配線カバー


